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精選�文学国語
教材一覧

文学の読解力を確実に高める、充実したラインナップ
豊富な資料と多彩な言語活動で、文学のより深い学びへ

読書や言葉で表現することの
意義について考えることから、

「文学国語」の学習がスタート
します。
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連詩

「学びを広げる」では、各単元の文
学教材での学習をふまえて言語活
動に取り組み、作品をより広く、深
く捉える力を養います。

「文学の創作」では、翻案・戯曲・連
詩・翻訳など、多様なジャンルの文
学にふれ、創作意欲を喚起し、文学
的文章を書く力を身につけます。
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文学に関する評論を豊富に
採録。文学作品をより深く読
解したり、批評したりする力を
高めます。

近代の著名な作家につい
て、その経歴や生涯、作品
の背景などを詳しく解説
しました。


